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【R7学力調査受検者数】

R7　松江市学力調査分析シート 【松江市立 竹矢小学校

教科 分析（成果○／課題●） 改善策（・）
〇第4学年配当の漢字を正しく使うことができている。

●すべての設問において，市の回答率を上回ることができなかった。
●複数の情報の関係性をとらえること，漢字の由来についての理解などに弱さが見られた。

〇奇数と偶数の類別，小数×小数，小数÷小数の基礎的な計算技能の定着がよい。

●設問の多くで市の回答率を下回っており，中には15～20ポイント下回っている設問もあっ
た。
●「思考・判断・表現」領域の設問の正答率が低く，知識や理解を活用に生かす部分に課題
が見られる。

〇説明文において，文章全体の構成を捉えたり，文章と表を結び付けて必要な情報を見出し
たりする設問の正答率がよかった。

●設問の多くで市の回答率を下回った。
●目的や意図に応じて書く，描写をもとに登場人物の心情を捉えることなどに課題が見られ
る。

〇様々なタイプの分数の掛け算・割り算の計算技能の定着がよい。

●拡大図と縮図，面積と体積などの図形領域，比と比の値などの変化と関係の領域の定着に
課題が見られる。

学力との相関が指摘されているもの／教育委員会として注目しているもの

【第5学年】

【第６学年】

第
５

学
年

国
語

・複数の資料から課題解決に必要な情報を見出
し，条件に沿ってまとめていく活動を取り入れてい
く。
・帯タイムを活用して，ことばや漢字に関する理解
を高めていく。

算
数

・問題解決のために立式するだけでなく，様々な
解法からその意味やよさを考える学習場面を増や
していく。
・既習内容を活用して問題解決する場面に，対話
や学び合いを効果的に導入する。

第
６

学
年

国
語

・伝えたい内容や相手・状況に合わせて書く事柄
を収集し，全体を見通して事柄を整理していく活
動を取り入れる。
・文章中の客観的な描写と，それに関係する出来
事を論理的に結び付けながら人物の心情に迫る
学習展開を考える。

算
数

・具体物を用いた操作活動を取り入れたり，ＩＣＴ
を活用した視覚的なイメージ化を図ったりする。
・2つの数量の関係を日常的な場面と関連づけな
がら，式やグラフ，表に表現したり説明したりする
活動を重視する。

＜傾向と今後の対策，分析＞
成果○：強み/伸ばしたい点    について  
課題●：弱み/改善を要する点 について

第5学年 55 名

第6学年 47 名

※欠席等により調査によって受検者数が異な
る場合は，最少の受検者数をもって表示

第
５

学
年

〇夢や希望をもつ前向きな姿と，家庭学習を
積み重ねる真摯な状況を結び付け，主体的に
行動しようとする態度をさらに伸長していく。
●読書を通じて様々な考え方や生き方に触れ
る手立てを講じていく。

〇自己肯定感や夢や目標をしっかり持ってい
る状況を，家庭学習や読書など日常の活動へ
結び付けていく。
●他者の考えや必要な情報を集めて整理する
活動などにＩＣＴ機器の活用を図る。

第
６

学
年
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自分にはよいところがある

将来の夢や目標を持っている

人の役に立つ人間になりたい

家庭学習1時間以上（平日）

読書は好き

地域や社会をよくするために何かしてみたい

授業におけるICT機器の使用（週3日以上）

授業では課題の解決に向けて自分で考え自分から取り組む

話し合う活動を通じて考えを深めたり新たな考えに気付いたりする

総合の学習で自分で課題を立てて情報を集め整理し調べたことを発表する

本校 松江市
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